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さいたま市長５月定例記者会見 

平成２２年５月１０日（月曜日） 

午後１時３０分開会 

 

〇 進  行   記者クラブの皆様、定刻となりましたので、ただいまから定例記者会見

を始めさせていただきます。 

         本日の議題発表につきましては、ＮＨＫさいたま放送局との合同記者会

見で実施させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

         それでは、幹事社の産経新聞社さん、進行のほうよろしくお願いいたし

ます。 

〇 産経新聞   ５月幹事社を務めます産経新聞社と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

         それでは、発表議題について清水市長から説明をお願いいたします。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。それでは、定例記者会見を始めさせていただきま

す。本日の議題は１件でございます。ＮＨＫさいたま放送局の佐野局長さ

んをお招きしての合同記者会見という形で、「大宮駅周辺戦略ビジョンにつ

いて」ご説明をさせていただきます。 

         それでは、まず初めに私のほうから説明をさせていただきます。 

         このたび、大宮駅周辺の新たなまちづくりの基本方針となります「大宮

駅周辺地域戦略ビジョン」を取りまとめましたので、ご報告をさせていた

だきます。 

         大宮駅周辺地域には、乗降客６５万人を抱える大宮駅を有する交通結節

点であると同時に、商業、業務機能を始めとするさまざまな都市機能が集

積するなど、高いポテンシャルを持った地域であります。 

         しかしながら、基盤整備の遅れなどから、慢性的な交通渋滞の発生や都

市機能更新の停滞など、さまざまな問題を抱える地域でもあります。 

         特に大宮駅東口におきましては、以前から再開発計画の話があったもの

の、なかなか実現には至らなかったという経緯もあり、ここ数年来、地元

の権利者や関係者の方々からは、何とかまちづくりを進めていきたいとい

う声も多く聞かれ、その一歩を踏み出すきっかけとなる計画への期待が寄

せられていることも事実であります。 
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         「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」は、このようなまちの課題や地域の思

いに対応しながら、大宮駅周辺地域を政令指定都市さいたま市の顔にふさ

わしい地域に再構築をすることを目的とし、大宮らしさを生かしたまちづ

くりに取り組むため、民と官が共有できる将来の姿と、そこに至るための

道筋となる戦略をまとめた新たなまちづくりの計画であります。 

         初めに、大宮駅周辺地域戦略ビジョンの検討経過でございますが、資料

１にも記載してあるとおり、平成２０年６月に黒川洸筑波大学名誉教授を

委員長とします策定委員会を設置して以来、これまで約２年にわたりまし

て地元権利者や市民を始め、多くの方々に参加をいただいた意見交換会や

大宮の未来を考えるワークショップによる検討、まちづくりや交通戦略に

関する分科会での検討など、さまざまな取り組みを行ってまいりました。 

         これまで、この戦略ビジョンの検討に参加された方々は、傍聴者等も含

めますと延べ１，３００人を超える状況となっており、まさに皆様ととも

に考え、ともに汗をかく参加型の策定作業が実践できたのではないかと感

じており、この場をお借りいたしまして、ご協力をいただきました多くの

皆様に深く感謝を申し上げる次第でございます。 

         それでは、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」の内容について、リーフレッ

トに基づきまして簡単にご紹介をさせていただきます。 

         １ページ、２ページでは、戦略ビジョン策定の目的や策定委員会、地元、

そして行政による三位一体の推進体制で検討を行ってきたこと及び大宮駅

周辺地域の位置づけ等を整理しております。 

         ３、４ページでは、「東日本の顔となるまち」「おもてなし、あふれるま

ち」「氷川の杜、継
つなぐ

まち」という大宮駅周辺地域の３つの将来像を掲げる

とともに、この将来像を目指すために大宮駅を中心に、「おもてなし」をキ

ーワードとしたゾーンの設定や広場の配置、シンボル軸の形成といったま

ちづくりの方針をお示しをしております。 

         次の５、６ページでは、将来像を実現するため、まちづくりの方針に沿

って構築をしました、「まちづくり戦略」、「交通戦略」、「推進戦略」をまと

めておりますが、こうした戦略を実現していく上では、多くの関係者のご

理解、ご協力が必要であるとともに、すぐにできるものや長期間を要する

ものなど多岐にわたることから、優先的に取り組むプロジェクトとして集
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約をいたしました。 

         ７ページ以降に「歩きたくなることからはじめよう」というコンセプト

のもと、「おもてなし歩行エリア」の形成、「おもてなしひろば」の創出、

複合的な事業促進による「おもてなしまち再生」、公共施設再編によります

「連鎖型まちづくり」という４つの優先的に取り組むべきプロジェクトを

提案をいたしております。 

         この戦略ビジョンに基づく具体的なまちづくりに向けて、さらに詳細な

検討が必要になるものと考えておりますが、最後のページには多くの関係

者の参加により推進できるような検討体制を構築した上で、協働によるま

ちづくりに取り組んでいくことを記載をいたしております。 

         以上、大変駆け足ではございましたが、大宮駅周辺地域戦略ビジョンの

概要でございます。 

         それでは、最後に「戦略ビジョンのプロジェクトの推進」について説明

をいたします。資料２をご覧いただきたいと思います。 

         大宮駅周辺における既存事業といたしましては、中山道や銀座通り、氷

川緑道西通線といった街路整備事業や、大宮駅西口第四土地区画整理事業

など、既存の事業につきましては引き続き積極的に推進をしてまいります。 

         次に、民間による街区再編の促進、支援についてでございますが、大宮

駅周辺地域におきましては、関係権利者の皆さんが中心となって自主的に

まちづくりの勉強を行ったり、事例研究をされたりといったまちづくり活

動が展開をされ、まちづくりの機運も徐々に高まりを見せていることから、

民間主導による街区の再生・再編の事業化を促進するとともに、その活動

に対して支援を行ってまいります。 

         特に大門町２丁目中地区では、準備組合が設立され、組合施行による市

街地再開発事業を目指して準備が進められていることから、にぎわいの創

出などのまちづくり上の効果や再開発事業の熟度、地元権利者の意向等を

踏まえ、移転構想の出ているＮＨＫさいたま放送会館を当該地区に立地す

ることについて、地元への支援をしていきたいと考えております。 

         次に、公共施設再編による「連鎖型まちづくり」の推進でございますが、

大宮駅東口には老朽化や耐震性などの課題を抱える公共施設が多く存在す

ることから、これら施設の更新と、公共施設の敷地を含む公共用地を活用
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したまちづくりを推進し、連鎖的に大宮駅周辺地域のまちづくりを展開し

ていく方針の検討を行ってまいります。 

         最後になりますが、これからの大宮駅周辺地域のまちづくりにつきまし

ては、今回取りまとめを行いました大宮駅周辺地域戦略ビジョンにより、

多くの人々の間でまちづくりの将来像を始め、その実現に向けました各種

戦略について共通認識が図られるよう取り組んでいくとともに、優先的に

取り組むプロジェクトにつきましては、さらに詳細な検討を行いながら、

具体的な事業の展開に結びつけてまいりたいと思っております。 

         私といたしましては、この戦略ビジョンの検討に参加してくださった多

くの方々、また地元の関係者の皆様方のまちづくりに対する熱い思いを十

分に受けとめ、市民一人ひとりが自分たちのまちに誇りを持てるよう、そ

うしたまちづくりを展開できるよう努力をしてまいりますので、引き続き

関係各位のご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

         なお、この戦略ビジョンにつきましては、リーフレットを市内各区役所

の情報コーナーで配布できるよう対応するほか、ホームページへの掲載、

また地元まちづくり団体を初めとした各種会合など、機会をとらえて出前

説明なども行ってまいりたいと考えております。 

         私からの報告は以上となりますが、ＮＨＫさいたま放送会館の移転に関

しましては、大門町２丁目中地区を候補地としていることから、引き続き

ＮＨＫさいたま放送局、佐野局長からのご説明もお願いしたいと存じます。 

         ただいま私のほうから説明させていただきました内容とも比較をしてい

ただき、お聞きをいただければ、大変ありがたいと思っております。 

         それでは、佐野局長、お願いいたします。 

〇 佐野局長   ＮＨＫさいたま放送局の佐野でございます。どうぞよろしくお願いをい

たします。 

         私のほうからはですね、今のＮＨＫの考え方、そして、新しい放送会館

ができた場合に、そこでどういうサービスを展開し、その地域のにぎわい

にどういう形で貢献していくことができるのかといったことについて、画

面なども使いながらご説明をさせていただきたいと思っております。 

         現在のＮＨＫのさいたま放送局の放送会館でありますけれども、昭和

４１年に竣工したものでありまして、既に築４４年。大変老朽化が進んで
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おります。スペースも大変狭くてですね、実際の放送局の機能を全うする

ためには、ちょっと不十分。新しいところに移ってですね、デジタル放送

に対応するためにも、新しい放送局に移転をして、そこでさまざまなサー

ビスを展開をしたいということを以前から検討してきたところであります。

今回さいたま市がおまとめになりました「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」

の中に大門町２丁目中地区という具体的な地域を指定されて、ＮＨＫの誘

致ということを盛り込んでいただいたということでございますので、これ

からはさいたま市を始め、関係の皆さんと正式に交渉を進めてまいるとい

うような段階に至ったということでございます。 

         それでは、もしＮＨＫが新しい放送局をつくった場合に、どういうサー

ビスを展開できるかということを画面を使ってご説明をしてまいりたいと

いうふうに思います。 

         まず、ＮＨＫの放送局、当然のことでありますけれども、心豊かさ、に

ぎわい、安全と安心という、このコンセプトに整備を進めてまいりたいと、

このように考えております。 

         新しい会館の候補地となりました大門町２丁目中地区でありますけれど

も、この地図にありますように、もしそこに整備された場合には、大宮の

駅から参道、氷川参道につないでいくちょうど中間点にあるわけでありま

して、人の流れとしましては、駅から氷川参道を通って、氷川神社、さら

には大宮公園、そうしたところに流れていく人の流れをつくっていくこと

に一つ貢献できるのではないだろうかと、このように考えている次第でご

ざいます。 

         そして、また大宮の地域にあります鉄道博物館でありますとか盆栽美術

館、またＮＡＣＫ５スタジアム等々魅力的ないろいろな施設がございます。

こうしたところとも有機的に連携をしていくことで、地域全体を活性化し

ていく、そうしたことに一つ役に立っていけるのではないか、貢献するこ

とができるのではないかと、このように考えている次第であります。 

         最近の放送局のイメージでございますが、２つの放送会館、最近のもの

を出しております。向かって左側にありますのが鹿児島の放送局でありま

す。これは、２００６年に完成したものであります。ここは、ＮＨＫが単

独で入っている建物であります。右側にありますのが、今年の１０月に完
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成する予定の、今年の７月ですか、失礼しました、横浜の放送局でありま

す。こちらは、ＮＨＫと神奈川県芸術劇場、これとの合築の複合施設とい

う形になっております。こうしたものが最近のものとしては、こういうイ

メージの放送局というような形になっております。 

         この新しい放送局ができた場合に、さいたま放送局としてどういうサー

ビスを展開をしていくのかということについてであります。我々としまし

ては、PARK（パーク）構想というものを打ち出して、地元の皆様にもご説

明をしているところであります。「パブリックビューイング」、それから「ア

ーカイブス」、「リピーター」、そして「子供の体験広場」、この４つの言葉

をキーワードにしていろいろなサービスを展開していきたいと考えている

ものであります。 

         一番最初の「パブリックビューイング」であります。埼玉県というのは

大変サッカーが盛んなところでございます。今年の６月にはワールドカッ

プもあります。そういうワールドカップあるいはオリンピックといったよ

うな大きなイベントがあった場合にはＮＨＫの会館の中のロビーに大きな

画面のディスプレーを設置をいたしまして、その前にいすを並べて、皆さ

んで一緒になって楽しんでもらうというような形のサービスを展開したい。

これは、別にそういう大きなイベントだけじゃなくてですね、サッカーの、

例えば浦和レッズあるいは大宮アルディージャの試合をＮＨＫで中継する

という場合には、同じような形でパブリックビューイングをしていくとい

うこともできるだろうと考えております。 

         また、例えば高校野球の埼玉県代表の試合あるいは埼玉西武ライオンズ

の試合、ＮＨＫが中継するものであって、皆さんで一緒になって楽しんで

もらえるものについては、パブリックビューイングという形でみんなでわ

いわい楽しんでいただくということをぜひやっていきたいというふうに考

えているところであります。 

         それから、次のアーカイブスの広場であります。これを実は私どもとし

ては、さいたま放送局の一番のサービスの目玉にしたいなというふうに考

えているところであります。皆さんご存じのとおり、川口にＮＨＫアーカ

イブスというものがあります。ここには、ＮＨＫがこれまで制作いたしま

した７０万を超えるコンテンツ、いろいろな番組、これが収納されており
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ます。このうち既に権利処理が終わっているものが６，５００本から

７，０００本ほどありまして、これについてはＮＨＫの局内であれば自由

にご覧をいただくことができるというものであります。 

         大きな画面を使いまして、過去のＮＨＫのいろんな番組、「新日本紀行」

でありますとか「プロジェクトＸ」もあります。大河ドラマもあります。

こうした過去の番組を皆さんに大きな画面で楽しんでいただくというよう

なサービスをしたいというふうに考えているところであります。これにつ

きましては、例えば夏休み、お子さんが多い時期には、過去の「おかあさ

んといっしょ」などを特集してやってみるとかですね、あるいはリクエス

トデーみたいなものもつくってですね、皆さんからリクエストを募りまし

て、その多い順に大画面で楽しんでいただくといったようなサービスもや

ってみたいなというふうに考えています。 

         それから、もう一つ我々がぜひやりたいなと思っていることは、いろん

な市町村等とのコラボレーションであります。例えば「今日は川越の日」

というようなことを設定いたしまして、その日は、朝から晩まで川越に関

するいろいろな番組、「新日本紀行」ですとか、いろんな番組がございます。

それを１日中その大画面で楽しんでいただく。そして、その近くで川越の

人たちに、例えば物産展をやってもらうといった形のものができないかと。

そうすれば、非常におもしろいのではないだろうかと。これは、大宮とい

う地域を考えますと、新幹線がいろいろと通っております。別に県内だけ

じゃなくて、今日は例えば「仙台の日」というようなことにいたしまして、

近くで仙台の物産展やってもらうと。新潟でもいいだろう。長野でもいい

だろう。いろんな展開ができるのではないだろうかというふうに考えてい

るところであります。 

         次に、リピーターの広場であります。やはり我々としましては、どんど

んお客さんにＮＨＫに遊びに来てもらうということを目指しております。

そのためにはリピーターになっていただくということが非常に重要なポイ

ントになるというわけでありまして、例えば市民の皆さんの作品展といっ

たようなものをロビーで公開をするとか、あるいは公開の番組を持ってき

て、生でテレビが放送されているところをご覧いただくというようなこと

をできるだけ多く展開をして、そのＮＨＫに何度も足を運んでもらえるよ
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うな、そういうサービスを展開したいというふうに考えております。 

         それから、最後の子供の体験広場であります。これは、ＮＨＫのロビー

あるいはスタジオに小さなニュースキャスターのセットをつくりまして、

そして実際に使われている放送のカメラ、これを置いてですね、子供さん

たちに自由に一日キャスターあるいは一日カメラマンといったようなこと

で遊んでもらえる、そういうようなことをやることによって、子供さん方

に放送というものに対する理解、またＮＨＫというものに対する信頼とい

いますか、より身近に感じてもらう、そういう機会になるのではないかと

いうことで考えているところであります。 

         いずれにしましても、ちょっと大宮に買い物に来たついでにＮＨＫにふ

らっと立ち寄ってみて、子供さんたちにはキャスター気分をやってもらい、

お母さんとお父さんにはアーカイブスで楽しんでもらうと、そんなような

サービスが展開できれば、まちのにぎわいといったようなものにもつなが

っていくのではないかというふうに考えている次第でございます。 

         いずれにしましても、ＮＨＫという報道機関でございます。埼玉の魅力

というものを全国に発信をするということが一番大切な役割だと考えてお

ります。その点をますます重視しながら地域の発展、そうしたもの、まち

のにぎわいづくりというものに貢献していきたいというふうに考えている

次第でございます。 

         私からは、とりあえず以上であります。ありがとうございました。 

〇 産経新聞   発表議題について、幹事社から質問いたします。 

         両者にお聞きしたいんですけども、実際にどのようなビルを建てるとか、

そういう計画というのはまだ今後詰めるということになるんでしょうか。

計画の細部を。 

〇 市  長   今回の発表は、大門町２丁目中地区を想定といいますか、そこにＮＨＫ

に入っていただくということを前提にこれから計画づくりを詰めていくこ

とになると思いますんで、まだそれがどういった施設になっていくのか、

どういったものになっていくのかというのは、これから詰めるということ

になると思います。 

〇 佐野局長   私のほうからですと、要するにきょうの段階というのは、これからいよ

いよ正式な交渉始めましょうねということを決めたという段階でございま
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す。東口の再開発ビルの中にＮＨＫを、その中に組み入れていただいたと

いうことでございまして、これから、じゃあ、ＮＨＫが先ほど見ていただ

いたように単独で入るのか、あるいは何か別の施設と一緒に複合施設とし

てお考えになるのか、その東口全体の中でさいたま市、あるいは東口の再

開発の方々がどういう地域戦略というのをお考えになるのか、その中にＮ

ＨＫはどういう形で組み込んでいけるのかということについては、まさに

これからお話し合いをしていく中で決まっていくということであります。 

〇 産経新聞   もう一点お聞きしたいんですけども、最終的にいつまでに話を詰めると

か、いつまでに着工するという、そういった計画というのはどうなってい

るでしょうか。 

〇 市  長   全体のスケジュールということで申し上げますと、大宮駅東口の一つは

老朽化している公共施設の再編計画というのを一応今年度中に策定をする

予定にしております。 

         それから、あわせてですね、この大門町２丁目のものについてはですね、

２１年度に基本計画案を作成し、２２年度に基本計画案の確定をしていこ

うという予定です。それから、２３年度に都市計画の手続の開始をすると。

そして、２４年度に組合設立の認可申請を行っていくと。そして、２５年

度に事業着手を行うと。そして、スムーズにいけば、その後２年半ぐらい

の工事を経て、というようなスケジュールの案といいますか、イメージと

いうか、順調にいった場合ということになると思いますけども、そういっ

たスケジュール感で臨んでいこうかと思います。 

〇 佐野局長   ＮＨＫといたしましては、早くできればということはもちろん変わらな

いんですけれど、まだまだ詰めておかなければならないものがあります。

最終決定するまでに事前に詰めておかなければならない点というのはまだ

残っておりますので、その辺の交渉がどのぐらいのタイミングで進んでい

くのかということが決まった上で、最終的にＮＨＫとしてあの地域への移

転ということを決定するという運びになりますので、今の段階でいつごろ

までというような移転の時期というのははっきりと明示をするというわけ

にはまだまいらない。さいたま市がお考えになっている再開発計画の進め

方というのは、今市長さんがご説明になったとおりでありまして、そのと

おりにいけば一番いいんですけれども、その辺はこれからまだ交渉してみ
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ないと何ともはっきりしないということはまだ残っているということはご

理解いただければと思います。 

〇 産経新聞   わかりました。 

         各社質問がありましたらお願いいたします。 

〇 読売新聞   済みません、読売ですが、その、いわゆる予定地のほうは、大体地権者

の土地の交渉というか、買収のほうは、市はどれぐらい進んでいるんです

か。 

〇 市  長   これは、既に市が取得をしている土地の広さはですね・・・。都市局長。 

〇 事務局    市が、旧の大宮時代から現在まで買収している面積が約３，５００平米

ほどございます。先ほど再開発事業で用地を買収するのかということでは

なくて、基本的には皆さんご承知のとおり従前の土地は権利変換というこ

とで床にかえるわけでございますので、権利者の方々は自分の持っている

土地が床にかわるというのが通常の方法でございますので、再開発のため

に各権利者から組合が買収するということはございません。 

         以上でございます。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         ＮＨＫさいたま放送会館のことなんですけども、まだ計画段階であると

思うんですけども、イメージとしては先ほど３，５００平米の土地とおっ

しゃいましたが、どれぐらいの土地で、どれぐらいの大きさのものを考え

ていらっしゃるんでしょうか。 

〇 佐野局長   先ほど申しましたように単独で建てるのか、あるいは合築になるのかと

いうことによっても面積的には多少変わりがございます。ただ、ＮＨＫと

しましては、とにかく放送局としての機能を全うするということが絶対条

件であります。そのためには、目安でありますけれども、敷地面積としま

しては３，０００平米以上、延べ床面積としては５，０００平米以上はな

いと放送局としての機能は確保できないということで、それが果たして満

たされるのかというあたりについては、これからまさに交渉してみてです

ね、やっていくしかない。 

         さいたま市が、もしＮＨＫと何か公共的な施設と一緒になるという場合

には、そのときには、それに必要なスペースというのが当然さらに加わる

というようなこともあろうかと思っております。 
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〇 共同通信   今の話に関連して確認なんですが、先ほど取得済みが３，５００平米あ

ると。これは、その大門町２丁目中地区の跡地というところの土地が

３，５００平米あって、さいたま市としてはその３，５００平米の土地に

ついてＮＨＫの放送会館を誘致するという計画・・・。 

〇 市  長   そうです。基本的には、ですから大門町２丁目中地区のですね、市街地

の再開発の準備組合ができますので、市としてはその一員ということで参

画をさせていただくわけですけども、その中でＮＨＫさんの敷地を組合員

の一人ということの中でね、市がそれをかわって市の持ち分をお出しして

いくのか、あるいはそれはどういうふうな形になるかはこれから、まだそ

れを詰めていく段階ですので、わかりませんけれども、準備組合として今

後はＮＨＫさんと話を詰めていくということになります。 

〇 共同通信   土地は、もう既にその市として持っていて・・・。 

〇 市  長   そうです。持っています。 

〇 共同通信   それは、もう既に買収済み・・・。 

〇 市  長   それも含めて、要するに、それぞれ地権者が集まって再開発事業の準備

組合、今つくっておりますので、その中で、そこが事業主体となって計画

づくりをやっていくわけですけど、その中で先ほど局長が言った権利変換

等が行われていく中で、スペースの確定をしていきますので、その中でＮ

ＨＫさんの放送会館も参画をいただこうということで、進めさせていただ

こうと。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。組合施行の再開発事業ということでいいんですよね。  

市施行じゃなくて、組合施行の開発事業と。 

〇 市  長   そうです。 

〇 朝日新聞   そうすると、交渉の相手方というのは組合、ＮＨＫさんと組合の方にな

るという形・・・。 

〇 佐野局長   最終的にはそういう形になりますけれども、例えばどういう建物と一緒

にしたいというようなことであれば、まずやっぱり市の当局のお考えとい

うのは非常に重要になってまいりますので、ただ先ほど見ていただいた横

浜は県と一緒の建物でつくっております。ほかのとこでも、いろんな形で

やっておりますので、その辺は本当にこれから交渉してみてですね、さい

たま市としてどういうふうにその地域の中で市の施設を配置しようという
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ふうにお考えになるのか、その中にＮＨＫというのはどういう形で入るこ

とができるのかということについては、まさにこれから交渉をしていくと

いうことでありまして、だから先ほど言っていますように、まずこれから

本当に正式な交渉始めるというスタートラインに立ったということだとい

うふうにご理解いただきたいなと思います。 

〇 朝日新聞   交渉の内容としては、簡単に言うとどんなことが。先ほど言ったその市

との間でどういった建物の中に入るかいう問題も、あと買収費だとか、そ

ういったものもあるでしょうか。 

〇 佐野局長   もちろん費用の問題も当然ございますけれども、まず単独でいくのか、

何か複合施設になるのか、まずそこから入っていって、複合施設になる場

合にはＮＨＫの機能とうまくマッチングする、非常に双方がベストマッチ

の施設になるのが一番望ましいわけでして、そうしたものが果たしてある

のかないのか、その辺のところからまずスタートし、それから、それと場

所についても最終的に確定しないとなりません。ＮＨＫの場合ですと、緊

急報道が必要になりますので、道路の関係が一体どうなるのかといったよ

うなことですとか、建物についてもいろいろと制約がございます。放送局

ということでですね、非常に特殊なある意味建物でございまして、非常に

強度の耐震あるいは免震が求められるとかですね、かなり広い空間の中空

間が必要になるとかですね、スタジオの場合には２階吹き抜けにしなくて

はいかんとか、いろいろな技術的な問題が、建物構造そのものの問題があ

りますので、その辺をうまく受け入れていただけるのかどうか、その辺に

ついてもまさにこれから交渉していくというようなことになろうかと思い

ます。 

〇テレビ埼玉   テレビ埼玉ですけども、ほかの放送局がやっている放送会館を踏まえた

上で、埼玉ではこのくらいの集客を予定しているという・・・。 

〇 佐野局長   集客ですか。 

〇テレビ埼玉   集客というか、何人、どのくらいの人数がその放送会館に集まればいい

なという希望等。 

〇 佐野局長   そこは考えていなかった。後ほど広報課通じてご連絡いたします。 

〇 産経新聞   済みません。ＮＨＫさんがですね、大宮に移転することによってですね、

市長としてどのような効果が期待できると考えていますか。 
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〇 市  長   冒頭に申し上げました「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」というのを今回

出させていただきましたので、かなり、まだまだ抽象的なといいますかで

すね、いわゆる基本的な考え方といいますか、まさにビジョンをまだつく

った段階でありますけども、基本的にはこの大宮駅東口は特にですね、こ

れまでいろいろ、なかなか進んでこなかったいろんな経緯もございまして、

基本はやはり民間主導で開発を進めていただくという基本的な考え方を持

っておりますが、ただその中で幾つか、要するに行政としてやるべきこと

をしっかりやっていこうと。その中で、一つは、幾つかのリーディングプ

ロジェクトをつくってですね、そこを一つ呼び水といいますか、活性化と

いいますか、刺激にしてですね、波及、民間のそれぞれの地区ごとの地権

者の皆さんのやっていらっしゃる勉強会あるいは団体にいい意味での影響

を与えていこうということで、まさにこのＮＨＫの放送会館がこの大門町

２丁目の中地区に来るということはですね、ちょうど駅から真ん前ではあ

りませんけども、まさに、本当に１分、２分というぐらいの非常に近距離

にもございますし、氷川神社に向けましてもちょうど中間的なといいます

か、それを結びつける位置にもありますので、他の地区へ与える影響も大

変大きいんではないかと思っております。 

         また、あわせて行政としては、道路網を初めとしたインフラを整備をし

たりですね、あるいはおもてなしのにぎわい施設というような、広場とい

うようなところをですね、つくっていくとか、幾つか行政としてやるべき

ことをやりながら、全体としてそういった、今回つくりました戦略ビジョ

ンの方向に民間の皆さんのご理解もいただきながら、民間の皆さんの方々

が主体的にやっていただきながら、そういう方向に持っていければと考え

ています。 

〇日本経済新聞  日本経済新聞です。 

         市長に伺いたいんですが、これまでいろいろ進まなかった経緯があると

いうふうにおっしゃっていましたけれども、この地区について地権者や権

利者のどれぐらいの方がこの計画に同意しているのかということと、あと

その予算措置をする時期なんですけれども、何年度をめどに考えていらっ

しゃるのかということを教えてください。 

〇 市  長   それは、当該地域の地権者ということですか。 
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〇日本経済新聞  はい。 

〇 市  長   当該地域の、地権者の皆さんのですね、約、具体的な数字は、じゃ都市

局長。 

〇 事務局    都市局長ですけども、今のご質問について、同意という形のご質問だっ

たんですけど、基本的には事業をやることのビジョンではございませんの

で、ただ先ほど市長が冒頭にビジョンの説明の中に、今回のビジョン、三

位一体で進めてきたと。その中で約１，３００名ほどの一般の事業者や市

民の方が参加していただいてつくられたビジョンだということは理解して

いただいて。行政が一方的につくったビジョンじゃないですよと、三位一

体でつくったビジョンですよということをご理解していただければなと思

っております。 

〇日本経済新聞  ということではなくて、中地区で再開発に同意している人がどれぐらい

の割合なのかということなんですけど。 

〇 事務局    今中地区についてはですね、権利者がですね、２６名ほどおりましてで

すね、その準備組合に参加している人たちが１４名と聞いております。で

すから、そのほかの人たちがすべて反対というわけではないんですけど、

一応そういうような準備組合の中に参加している人数はそんな状況ですと

いうことでございます。 

〇日本経済新聞  ２６人が地権者。 

〇 事務局    地権者、権利者ですね。 

〇日本経済新聞  権利者と地権者という言葉の違い。 

〇 事務局    基本的には土地所有者。 

〇 市  長   土地の全体の割合でいうとどうなります。 

〇 事務局    以前ですね、アンケートでですね、その事業に対してご理解、ご協力い

ただけますかという形は、たしか九十数パーセント（ア
※
ンケート回答者数

１８名のうち１７名）の方々が、ご理解、ご協力しますと、または積極的

にしますというような形でございますんで、相当多くの方々が事業につい

ては前向きに考えていただいているという状況でございます。 

        （※「九十数パーセント」の表現が誤解を招く可能性があるため補足説明

を追加しました。） 

〇 市  長   それから、あと予算についてはですね、一つはこの大門町２丁目そのも
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のもありますけど、要するに先ほど来、ＮＨＫさんが単独でやるのか、あ

るいは公共施設と複合型にしていくのかという１つは大きな課題がありま

すので、早急にその部分は市としても検討していかなくてはいけないと思

っておりますので、公共施設の再編計画というのを今年度中に一応策定を

しますので、その辺の予算措置については既に行っているところです。 

〇 朝日新聞   市としては、その再開発ビルについては、今のところ別に住宅とかオフ

ィスとか、そういったものでも別にいいと思うんですけど、再開発の場合、

そういうのは考えていない。 

〇 市  長   市が持っているところ…… 

〇 朝日新聞   その大門町中地区の一帯について、オフィスビルなどをつくるとか、そ

ういったことは考えていないんですか。 

〇 市  長   市が持っている権利の部分についてということですか。 

〇 朝日新聞   ええ、そうです。 

〇 市  長   もちろん全く考えられないということではありませんけれども、ちょう

ど、大宮駅東口についてはですね、老朽化とか耐震化を進めなきゃいけな

い施設も実を言うと幾つかございまして、そういったものをどうするかと

いうようなこともございますので、大門町２丁目中地区だけに何を入れる

かという話だけではなくて、大宮駅の東口にある幾つかの公共施設などの

再編なども含めて検討していくことが必要だろうと。というのは、やはり

大宮駅東口の再開発を進めるに当たりましては、土地が余りないんですよ

ね。土地が余りないという部分もありますので、市としては公共施設を再

配置をしていく上においては、この中地区をどうするかは別として、いろ

んな形で複合化をしていくとかですね、効率化を図っていく必要、建物の

集約化を図っていくことが必要になってきますので、そういったことなど

も見据えながらですね、やらなくてはいけないということで、公共施設の

計画をまずつくっていこうと、こういうことで進めさせていただいており

まして、その中で住宅というようなことが出てくるかどうかというのは、

全体の戦略ビジョンの中の位置づけとすると、ちょっと可能性が少ないか

なとは思いますが、それらも含めて検討していくということです。 

〇 埼玉新聞   確認ですけど、再編を考えている公共施設というのは、大宮駅周辺地域

の範囲に入っている大宮区役所や下町分庁舎、市民会館おおみやなど、す
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べてを含めるということでよろしいんでしょうか。 

〇 市  長   そういったところも含めてになると思うんですけども、そういったもの

がどういうふうに、特に区役所とかですね、市民会館おおみやにつきまし

ては耐震化の問題などもありますので、そういったことなども踏まえなが

らですね、その場所でそのまま耐震化を進めていったほうがいいのか、そ

れとも新たに複合化をしたほうがいいのか、集約化をしていったほうがい

いのかなども含めて総合的に考えて、その中でＮＨＫの放送会館とふさわ

しい何か施設が一緒に複合的に整備ができるかどうか、それらを戦略ビジ

ョンの考え方に沿って考えていきたいと、そういうふうに考えています。 

〇 産経新聞   各社よろしいでしょうか。 

〇 進  行   それでは、佐野局長さん、ありがとうございました。 

〇 佐野局長   どうもありがとうございました。 

〇 産経新聞   次に、幹事社代表質問に移ります。 

         お伺いしたいことは２点ありまして、１点は、先日のＥⅤサミット・フ

ォーラムでの感想とですね、あと高速道路料金のＥⅤユーザー優遇の要望

があったと思うんですけども、その進行状況。 

         それと、２点目はですね、再三のことで恐縮なんですけれども、大宮盆

栽美術館、ゴールデンウイークに大盆栽まつりもありまして、その後の現

状と今後についてお話をお伺いできればと思います。 

〇 市  長   それでは、まず報道機関各社の皆さんには、第１回Ｅ―ＫＩＺＵＮＡサ

ミット・フォーラムにさまざまな角度からご協力をいただきまして、大変

感謝を申し上げたいと思います。 

         今回は、一般公開はできませんでしたが、おかげさまでサミットから、

いわゆる交流会まで、多くの関係者の皆様にご来場をいただきました。会

場の熱気や展示スペースの人気からも、電気自動車に対する大変高い関心

と期待を実感したところでございます。また、参加自治体から継続開催の

方向性や国への提言といったご提案もいただきまして、次回開催に向けて

大変心強く感じているところでございます。 

         松沢知事からのご提案のＥⅤ利用者の高速料金の優遇策等についてのお

尋ねにつきましては、まず今、参加自治体と協議を進めている提言内容を

詰めておりまして、近日中に国に提言書として提案をしたいと考えており
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ます。日程につきましては、決定次第ご連絡をさせていただきたいと思い

ます。できれば、前原大臣に直接お渡しができればというふうに考えては

おります。 

         また、サミットの最後に私から申し上げましたが、充電施設の案内表示

の統一化と道路上への表示許可の実現に向けても、積極的に取り組んでま

いりたいとも考えております。 

         今回参加いただいた自治体とは、広域的な都市間ネットワークの第一歩

として、まめな情報交換や意見の交換を事務方で進めていくとともに、第

２回に向けましては西日本の自治体など、さらに多くの自治体に参加を呼

びかけてまいりたいと思っております。 

         また、フォーラムにつきましては、決算後、企業各社の経営会議等の時

期にもかかわらず、大変お忙しい中、多数の企業の首脳の方に参加をいた

だきました。大変感謝をしている次第でございます。Ｅ―ＫＩＺＵＮＡプ

ロジェクトについては以上です。 

         続きまして、大宮盆栽美術館についてでありますけれども、ゴールデン

ウイーク中の５月の３日から５月５日まで開催された大盆栽まつり期間中、

３日間の大宮盆栽美術館入館者数は５，６８０人でありました。大盆栽ま

つりには、３日間で２３万５，０００人が訪れたこともあり、当美術館の

入館者数も５月の３日が２，４２７人、４日が２，０１５人、５日が

１，２３８人でありました。平均しますと、大盆栽まつりの３日間では１日

当たり１，８９３人になります。これまでの１日の来館者数の最高が

９０６人でありますから、この数字からも大盆栽まつりの開催は、大宮盆

栽美術館の来館者数にとてもよい影響が出たということになるかと思いま

す。 

         また、この期間中に大宮盆栽組合と盆栽園の皆さんが盆栽美術館を含め

た案内地図を発行していただきまして、ＰＲに協力をしていただいたりし

ました。それらがこのような好結果に結びついたものと、大変感謝をして

いるところであります。そのことも含めまして、オープンからの当美術館

の入館者数は、昨日５月の９日で２万人を突破しました。トータルで２万

１２１人となりました。予想以上の盛況となったと思います。これからも

引き続き集客向上に努めていくとともに、来館者が心地よく観賞できるよ
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う注意を払い、あわせて展示盆栽の安全確保も図ってまいりたいと考えて

おります。 

         今後は、日本のみならず世界にも類例を見ない美術館として特色ある事

業を実施し、盆栽村の各園と協力をしながら、盆栽文化を世界に向けて発

信をしてまいりたいと考えております。そのためにも、創設をしましたプ

ロジェクトチームを活用して広報、それから観光施策の構築や周辺整備等

を進めることによりまして、内外から多くの人を呼び込める施設にしてま

いりたいと考えております。 

         以上です。 

〇 産経新聞   どうぞ、質問があれば。 

〇 時事通信   時事通信です。Ｅ―ＫＩＺＵＮＡサミットの関連で、ＥⅤのことについ

てお伺いしたいんですけれども、ＥⅤ推進をされていくと、普及推進で、

今市内を走っている自家用車の何割をＥⅤに変えたいと市長はまずお考え

なのか。それを何割変えることによってＣＯ２がどのぐらい削減できるの

か、ただ単に電気だからＣＯ２を排出しませんと、ゼロですというのでは

なくて、電力会社が発電して、そのときにできるＣＯ２とか、送電のとき

に失われる電力の数とか、そういったものを含めたもので何％削減ができ

るのかというふうにお考えなのか、そのちょっと数字を教えてください。 

〇 市  長   数字ですか。そうですね、今のところちょっと細かい数字は申し上げら

れませんけれども、まずどのぐらいのスパンでどのぐらいにしていくとい

う目標だろうと思いますけども、現状として、実質は今年度から、日産の

リーフとかですね、かなり多くの企業が、今までは個人に向けては、購入

されてきませんでしたので、今すぐには申し上げられませんけれども、そ

うですね、今後はやはり長期的に言えば、この電気自動車が中心になって

くるようにしていかなければいけないと思いますけれども、短期的な視点

で今後ちょっと、今日産のリーフの購入状況は、かなり一般の個人の方々

が購入されている、割合としても３分の１ぐらいですかね、あるいはそれ

以上予約が入っている方が、個人が非常に多いというようなお話も聞いて

いますので、そういった今後の一般のユーザーへの普及状況の目標、ある

いはそういったことへの対応なども含めながら、補正予算等も含めて、そ

の補助制度などをつくっていきたいと思っておりますので、その段階で少
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しきちんとした計画なり、目標なりというものをつくらせてもらおうと思

っていますが、現時点では、今まだどのぐらいのタイムスパンでどのぐら

いのということになると、ちょっとまだ申し上げにくいところだと思いま

すけども、いずれにせよ、やはり今後はこの電気自動車が、少なくとも日

本、それから世界の、いわゆる自動車産業の中心的な役割を果たすように

なると私は理解をしていますし、そうなっていくだろうと思っていますの

で、その中で長期というよりは、もうちょっと短期的なスパン、中長期的

なスパンの中でちょっと目標としては考えていきたいと思っています。 

〇 時事通信   ごめんなさい、続けて申しわけないんですが、ちょっと質問を変えます。 

         じゃ、さいたま市で購入した１０台では、どのぐらいのＣＯ２を削減で

きるんでしょうか。 

〇 市  長   今持っている１０台ということですね。 

〇 時事通信   できれば市長会見なので、市長の口から言っていただきたいんですけど。 

〇 市  長   現状としては把握をしていません。 

〇 時事通信   市長がよくおっしゃるのが、そのＣＯ２を一切排出しないと、ＥⅤは排

出しないというふうにおっしゃっていますけども、その電気を発電する段

階では、今ＬＮＧがやっぱり主力でありますから、ＣＯ２を出しているわ

けですよね。そのＣＯ２をかなり出さないというと、どうしても原子力に

なってしまうと思うんですけども、市長はその原子力のほうをやっぱり多

くしたほうがいいというお考えなんですか。 

〇 市  長   基本的には、やはり極力再生可能な自然エネルギーをね、やっぱり使っ

ていくことがベースだと思いますけど、ただ、それだけで十分電力が賄い

切れるということが現時点では言えないと思いますので、その中で原子力

が負うべき割合とか、できるだけいわゆる自然エネルギーをその中でどの

ぐらい使っていくかとかということをもう少しやっぱり、地方自治体とい

うよりは、これは国家レベルで考えていくべきものだと思いますけど、そ

の中でできる限り自然エネルギーに切りかえて、使える部分については極

力かえていくということが必要だと思いますので、まだ全体の割合として

はどのぐらいのパーセンテージになっていくというのが理想かということ

は、ちょっとまだ今は申し上げられません。 

〇日本経済新聞  日経です。Ｅ―ＫＩＺＵＮＡサミットの第２回についてなんですが、も
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う既に計画というのは始められているんでしょうか。それがさいたま市な

のか、ほかの都市でやるのかというのはどうでしょうか。 

〇 市  長   そうですね。幾つかの自治体から、ぜひ次はやりたいというお声がけも

いただいておりますけども、できれば２回目ぐらいまではさいたま市でや

って、３回目ぐらいから少しそういった、かなり熱心に取り組んでくださ

っている自治体もございますので、開催については少し持ち回りではあり

ませんけれども、どういった形が望ましいのかなと考えております。まだ

今これは、事務方でこれから詰めていきたいと思っています。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。１回目のＥ－ＫＩＺＵＮＡサミットは、東京都や、ある

いは都内の市町村が参加していませんでしたけれども、２回目については

東京都、あるいは市町村に参加を呼びかけていきたいというお考えはある

んでしょうか。 

〇 市  長   そうですね。今回実を言うと、都市間ネットワークということをメーン

に考えてつくったもんですから、いわゆる県については、一つは開催県で

あるということで、埼玉県はお声がけをさせてもらったと。神奈川県につ

いては全国的にも大変進んでいる県だということでお声がけをさせていた

だいたんですけども、東京都と千葉県さんにはあえてお声がけは今回はし

なかったですね。できれば本当は、やっぱり都市間でそういった連携をと

れるようにしていきたいと思っていますので、当然東京の中のそういった

区だとか市というところでね、３回目以降があれば、もちろん呼びかけて

いきたいと。 

〇 東京新聞   済みません、東京新聞です。盆栽のプロジェクトチームができて１カ月

ぐらいたちますけれども、何がどう変わったのかということと、あと先ほ

どの盆栽まつりの数字が正しいとすると、盆栽村に来ている２３万人です

ね、そのうちの４０人に１人ぐらいしか盆栽美術館に来ていないわけです

よね。これで集客力のある施設といっていいのかどうかというところをお

聞かせください。 

〇 市  長   今プロジェクトチームのほうではですね、１つは短期的にすぐに処理し

なくてはいけない課題と、中長期的に解決していく課題と、これを今分類

をして検討を進めています。特に今回は大盆栽まつりがあるということで、

まずこれまで以上にかなりの多くの方々が来館をされるだろうということ
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で、まず一つはそれを前提とした対応をさせていただきました。１つは、

盆栽の中に余り入らないような仕切りをつくったりとかですね、あるいは

駅からの、応急措置でありましたけど、簡易な看板をつけて誘導するよう

な形をつくらせていただいたりとか、そういった形でやらさせていただい

ています。 

         今後は、要するに短期的に対応していくこと、それから中長期的な課題

ということで対応していくことに分けまして、今検討を進めているところ

でございます。特に館内の整備ということ、それから館外の周辺、誘導板、

案内板等々ですね、それから広報、それから観光政策ということで鉄道博

物館、あるいは周辺のいろんな観光施設との連携等も含めてやっていきた

いと考えています。 

         それから、既にそういった連携の部分について言いますと、もうちょっ

と具体的に言うと、今土呂駅、それから大宮公園駅からの盆栽美術館まで

のアクセスについてですね、この案内板の表示について、今とりあえず簡

易な看板でやらせていただいていますが、それらの対策について進めてい

ます。 

         それから、来館者及び盆栽を守るための安全対策ということ、それから

危機管理体制ということで進めさせていただいています。 

         それから、周辺マップづくりというようなことをやらせていただいてお

ります。 

         中長期的には、そういった観光施設との連携、あと飲食したり休憩する

場所ですね、こういったことについても今検討を始めております。 

〇 東京新聞   ごめんなさい、短期とか中長期というのは、その立ち上げのときにも聞

いたことでして、新しく何かできたとか、そういうことはまだないという

ことですか。 

〇 市  長   幾つか申し上げていきますと、今も申し上げましたとおり、１つは土呂

駅、大宮公園駅から大宮盆栽美術館までの、一応簡易でありますけれども、

誘導案内板を、看板を設置をしました。 

         それから、ゴールデンウイーク対策ということで、館内で休む場所がな

い、喫茶室がないというようなご要望がありましたので、３日間について

は抹茶サービスを企画して実施をしました。 
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         それから、盆栽美術館周辺の交通安全の対策が必要だというようなこと

もありましたので、そういった安全対策も講じさせて、人をちょっと多目

に配置をして、講じさせていただきました。 

         それから、鉄道事業者のＪＲ、それから東武鉄道の皆さんと大宮盆栽美

術館のＰＲ等の連携を図るための協議にも入りました。それから、鉄道博

物館とも協議に入りました。 

         それから、さらにそのプロジェクトチームに加えて作業部会というのを

つくって、観光コンベンションビューローとか地域の商店街だとか、ある

いは商工会議所なんかの方々にも入っていただいて、その準備作業を今進

めているところでございます。 

〇 ＮＨＫ    ＮＨＫですが、Ｅ―ＫＩＺＵＮＡプロジェクトの件でお伺いしたいんで

すけども、今回、今までばらばらに各自治体とか企業がやっていた中で、

それが一堂に会したというのは非常に異議のあるサミットかなと思うんで

すが、逆に言うと今後がすごく難しいというか、集まってみたものの、じ

ゃ今後どうするんだというビジョンをもう少しお伺いできればなというと

ころがあって、例えばどういうスパンで何をやっていって、その会議でど

ういう話をして、どういう連携が図れるとか、どういう社会像が望ましい

と考えていらっしゃるのか。さっき東京の話なんかもありましたけども、

やっぱり連携していく上で、今回仙台市も来ていましたけども、やっぱり

間に穴あきの自治体があれば十分な連携にはなっていかないと思うんで、

自治体を巻き込むことも含めて、もう少し今後の具体的なビジョンが、ぜ

ひお伺いできればなと。 

〇 市  長   そうですね。１つは、今回あえて政令指定都市とか中核市とか、比較的

大きな都市の方々に声をかけさせていただきました。１つは、現状として

は埼玉県を行動起点としますと、ある程度の距離を走ったところで充電が

必要になりそうな都市とか、そういったものを想定しながら２０の自治体

に声をかけさせていただいたわけでありますけども、今後は、一つは共通

でやっていくものとしては案内標示板ですとかですね、道路からの誘導板

ですね、どこにその充電器があるのかと。今例えばナビゲーションシステ

ム、クラリオンなんかもナビに入れていこうとかというようなこともやっ

てくださったり、検討し始めてくれたりしていますけども、やはりどこに
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急速充電器、あるいは充電器というものがあるのかということが、やっぱ

りきちんとわかるようにならなければいけないと、その誘導する標示板、

あるいは案内板というものについては、共通のマークがあったり、あるい

は共通の形態があったりしませんと、その地域ごとに表示の仕方が違って

いる、地域ごとにやり方が違っているということになると、やはり使いに

くいということになりますので、その域内で活動している人はわかります

けれども、広域的にやる場合にはわかりにくくなると思いますので、そう

いう共通的に表示をしたり誘導したりするものなどが当面としては、大変

重要なものかなと思っていますし、また土地がやっぱり少し抜けていると

ころもあるというような声もありますので、そういう意味ではそういった

ところなどにもお声がけをしながら、ある程度の電気自動車が広域的に走

ったあたりで充電が必要だと思われる、そういったところにも呼びかけて

いきたいとも思っています。 

         あとは、そういった自治体が参画をすることによって、今回も高速道路

の料金体系に割引制度をというようなお話も出ましたけれど、高速道路の

パーキングエリア等には、そういったものを設置をしていただいたり、あ

るいは割引制度とか、共通にいろいろこういった自治体が参画をすること

で、国に対して意見も言いやすくなるだろうというようなメリットもある

と思っておりますので、市長会だとか知事会だとか、既存の地方自治体の

枠組みということだけではなくて、違う枠組みで国に対していろんな形で

要望ができるというメリットもあるんではないかなと思います。 

         現状としては、まだそれぞれ電気自動車普及に対する進みぐあいが、や

っぱりちょっとまだ差があるものですから、それらがある程度段階を追う

ごとにやるべき課題、共通に取り組んでいくべき課題というのが見えてく

るだろうと思っておりますので、その都度そういう意味ではテーマがいろ

いろ出てくるんではないかなと思っています。そしてまた、この電気自動

車の普及についてはこれまで以上に、私たちが想像している以上に早く進

んでいくんじゃないかというような感じもありますので、そういう意味で

は定期的に、こういった情報交換を行っていくということが大変重要だな

と先般会議を開いてより一層感じたところです。 

〇 朝日新聞   戦略ビジョンの話に戻ってしまうんですけども、ちょっと重複になったら
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申しわけないんですが、大門町中地区についてはですね、ようやく具体化

に向けて一歩を踏み出すという状況だということですね。一方、ほかの地

区についてはほとんど具体化できていない、そういう話自体もまだこれか

らという状況なんで、それをどう見ていらっしゃるのかというのが第１点

と、重複になるかもしれませんが、ＮＨＫがそこに進出するという構想を

示すことによって、ほかの地区への影響をどう期待されているかというこ

とで、改めてもう一度。 

〇 市  長   今周辺にですね、準備組合までいっていないけれども、ブロックごとにそ

ういった検討している、あるいは勉強しているグループが１５ぐらいあり

ます。そういう意味では、中でも大門町中地区は準備組合までいっている

ということ、それから市が持っている市有地の割合が非常に高いというよ

うなこともあって、そこをひとつ私たちとしてはリーディングプロジェク

トとして進めていこうということで取り組んでいるわけですが、それ以外

はやはり基本的には民間の皆さんが権利を持っておりますので、やはり民

間が主導になってまちづくりについて考えていただくということが必要だ

ろうと思っています。これまで大宮駅東口の部分でいいますとかなり行政

が、いろんな具体的な計画づくりをしたりして、熱心に旗を振ってきたけ

れども、それが逆にうまくいかなかったというような経緯もございますの

で、私たちとしては基本的には東口の再開発については民間が主導になっ

てやっていただく。ただ、それを行政はしっかりと応援をしていくと。そ

のためのインフラ整備であったり、あるいはそういった民間の勉強会や、

あるいは地権者の皆さんがやりやすい環境づくりを私たちとしては進めて

いこうというスタンスでやりたいと思っています。それに当たって今回の

この大門町２丁目中地区についてはですね、ちょうど場所として非常に刺

激を与えやすい地域かなと。目の前ですと、目の前で多分終わっちゃうか

もしれませんけど、一、二分歩くという部分もありますし、ちょうど左右

に対しても、それからその奥の側のブロックに対してもいろんな意味でい

い影響を与えることはできるんではないかなと思っております。 

〇 朝日新聞   民間主導なので、要するに今のところ具体化するようなものもほとんどな

い状況ですが、やむを得ないという・・・。 

〇 市  長   そういう意味では、民間の皆さんが考えていただくためにも戦略ビジョン
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という全体の非常に大きなくくりですけども、そういったものを行政側と

して提示をすることによってそういった方向性を踏まえていただきながら

ね、やはり基本は民間の皆さんにとっては採算性だとか、事業性だとか、

これがきっちりと成り立っていくことが必要になると思いますので、さら

にそういった視点も加えていただきながら、やはり自分たちで考えていた

だくと。それをやるに当たって行政側としてサポートできることについて

はさまざまな形でサポートする、フォローしていくと、基本的にはそうい

うスタンスなので、全体の方向性と幾つかそれに刺激を与えられるような

リーディングプロジェクトを大門町２丁目中地区を含めて幾つかやってい

こうと、こういうことなんですね。 

〇 埼玉新聞   済みません。民間主導ということはわかるんですけども、特に道路につい

ては行政のほうで積極的に取り組んでいかなくてはいけないものだと思い

ますが、大宮駅東西を結ぶ道路軸というのは今後必要になってくるかと思

いますが、今回の大門町２丁目中地区の開発にこの道路の拡幅等も含める

お考えなんでしょうか。 

〇 市  長   東西という意味ですか。 

〇 埼玉新聞   東西だけじゃなく、道路全般でいくと。 

〇 市  長   当然道路の問題は、これは行政がやっぱりいろいろやるべきことだと思っ

ておりますので、そういう視点は十分に持った上で大門町２丁目の中地区

についても検討していかなくちゃいけないだろうと思っております。 

〇 産経新聞   その他の質問についても何かあれば。 

〇テレビ埼玉   サッカーワールドカップの日本代表にですね、浦和レッズの阿部選手と川

崎フロンターレのさいたま市出身の川島選手が入りましたけれども、それ

についてコメントいただけますでしょうか。 

〇 市  長   阿部選手と川島選手については当初から随分、うわさというか、有力候補

ということで名前も載っておりましたし、さいたま市の代表というか、さ

いたま市の誇りを背負ってですね、ぜひワールドカップで活躍をしていた

だきたいというような思いでおります。川島選手については、川崎フロン

ターレですけれども、さいたま市の観光大使もやっていただいております

し、さいたま市出身の選手でもありますので、チームはさいたま市ではあ

りませんけれども、やはりさいたま市の代表の一人だろうと思っています
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ので、この２人が岡田ジャパンをまさに引っ張っていくようないい働き、

また見ている人に感動を与えてくれるような試合をぜひやってもらいたい

なと思っております。 

〇 産経新聞   それでは、これで記者クラブからの質問を終わります。 

〇 市  長   ありがとうございました。 

〇 進  行   それでは、以上をもちまして定例記者会見を終了させていただきます。あ

りがとうございました。 

 

午後２時４３分閉会 

 


